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【論　文】

身体的な音楽学習活動による「協同実践の創造」
─モノとの関わりを通した社会情動的スキルの育成─

Creation of cooperative by means of physical music learning activities
─Fostering social and emotional skills through tools─ 

猶原和子 ，渡辺行野

【要　約】
本研究では，モノとの関わりを通した音楽学習活動を仲間と協働して行う中で，どのよう
に表現が変容していくのか，社会情動的スキルへの育成に寄与したのかということに対す
る検証を試みた。カップ，大縄，まりを用いた音楽遊びを通して，学習者の身体がモノや
他者と対話し，新たな表現への意欲につながる姿が見えた。また，他者との協働の中で共
感や異なりを意識するなど，異なる視点や価値観が行き交う中で，表現の質が音楽的にも
高まり，社会情動的スキルに寄与したことが記述分析からも明らかになった。授業者の鑑
識眼と研究者としての批評家が更に質の向上を求め批評し合いながら意味生成を行ってい
くオープンエンドの授業構成を考えていくことが今後も重要だと考えられる。
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1.	 はじめに

　これからの社会に求められる新しい能力につ
いて，新学習指導要領の改訂 （文部科学省，2018）
では新たな視点として非認知能力の重要性が提
唱されている。また，非認知的能力は社会情動
的スキルとも言われる （OECD, 2015）  が，保
育現場や教育現場における保育・学習活動にお
いても各発達段階に応じた社会情動的スキルに
寄与する実践が展開されようとしている。無藤 

（2016） は，このようなスキルを「目標や意欲，
興味・関心をもち，粘り強く，仲間と強調して
取り組む力や姿勢」として述べている。
　将来，園や小学校で働くことを夢見て保育者
や教師を目指す大学生たちは，知識社会におけ

るイノベーションやグローバル化の中で，多様
な背景を持つ子どもたちの発達を考え，子ども
自身で主体的に活動を生み出していく学習環境
を設定する力量を持つことが望まれる。
　しかし，今の日本の保育・学校教育において
は，教師の掲げた目標や評価基準に沿う反応が
求められ，学習者の意見が活かされていないこ
とが多い。自分の興味関心から学習内容や方法
を考えたり，自ら問いを発見して探究したりす
る営みを経験してきた学生は極めて少ないのが
現状である。
　今後，保育や教育の質を向上させるためには
保育士や教師の社会情動的スキルを伸ばすこと
が欠かせない。異なる立場の人の意見を聴き，
自分との共通点や相違点を知り，様々な価値観
を受け止めながら，自らのよさも自覚していく。
自らの課題をもってその人らしい行動ができる
ような経験を大学教育の場で行うことが求めら
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れているのではないだろうか。
　また，創造性は，社会情動的スキルと同様，
知能の尺度とも関わっていることが明らかに
なっており，「メタ分析は，舞台芸術や向社会
的活動への参加が，アイデンティティや自尊心
と強い関係を持つこと」を示している （Lewis, 
2004）。OECD （2015） の調査によれば， Covay 
and Carbonaro （2010） による米国における研究
では，音楽のレッスン，ダンスのレッスン，舞台
芸術活動，芸術のレッスン，スポーツ，放課後の
クラブに参加する小学生は，こうした活動に参
加していない者に比べ，より高い注意力，秩序，
柔軟性，課題に対する粘り強さ，学習における
自主性，学習に対する意欲を見せることを示し
ており，ドイツのGerman Socio-EconomicPanel 
に基づく大規模縦断調査研究においては，音楽
のトレーニングを受ける青年は， より勤勉であ
り，解放的，野心的である傾向があることを示
している （Hille and Schupp, 2015 ; OECD2015）。
さらに，演劇やダンスなどの舞台芸術活動が社
会情動的スキルを強化する可能性を示す研究も
ある （Winner, Goldstein and Vincent-Lancrin, 
2013; OECD2015）。
　では，どのような音楽学習を経験することが
社会情動的スキルの育成につながっていくのか
について検討する。
　授業構成について，デユーイの芸術哲学をも
とにアイスナーの「鑑識眼と教育批評」やグリー
ンの「美的ワークショップ」を研究し，自ら教
育現場で学習者や授業者とともに新たな授業構
成を探索してきた桂（2020）は，従来の目標─
評価型の枠組みに対峙する「協同実践の創造」
モデルを唱えている。外部からの目標・基準を
設定するのでなく，協同で探究を深め，新たな
視野が開かれること自体を目的とした芸術教育
である。
　桂は，主体性と真正の個性の発見が求められ
る活動を保証しつつ教師の指導性による学びの
深まりをもたらすためにはオープンエンドの授
業構成が必要であり，「よりよい経験」「新たな
視野を得る」可能性のある芸術作品や学習材を
学習者に出会わせることが教師の役目だと述べ
ている。

  教室の中で生まれた表現は，そこに集った仲
間との言葉や身振り，身体接触などの表現が行
き交う中で，新たな見方や意味生成が起こる。
そのプロセス自体が学習者の評価でもあり，「鑑
識眼」を持つ授業者らが適格に言語化すること
でその営みはさらに深くなるという。さらに桂
は，研究者による教材開発と普及に代わるもの
として，互いに例示しあうことによって鑑識眼
を共有する実践家コミュニティーの実現が今後
必要だとも述べている。
　このような研究を踏まえ，同じような課題意
識を持ち，保育者・教育者養成に携わる筆者 2
名が，社会情動的スキルを身につけさせたいと
いう願いをもって授業構成を考え，実践と省察
を行うことにした。

2.	 研究の目的と方法

【目的】
　モノと関わった音楽活動を仲間と協働して行
う中で，表現がどのように変容していったのか，
それが結果として社会情動的スキルへの育成に
どのように寄与したのかを検証する。

【研究方法】
　今回はA大学で「表現（音楽）」の授業を受
講する2年生53名を研究対象者とし，筆者らが
考案した授業プランを実践する。コロナ禍にお
ける表現活動が自粛される中で，モノとの関わ
りを通して息や拍を感じるとともに，仲間との
協働した活動を通して，より創造的な表現が生
まれることをねらいとし，活動のプロセスを探
究することとした。
　授業場面での映像記録と実践観察から学生の
姿を分析するとともに，学生の記述をKJ法で分
類し，テキストマイニングを用いて頻出単語の
抽出を行い，分析する。

【実施期間】
　調査期間　　2020 年 10 月８日～30 日
　対象学生　　2 年生　53 名
　対象科目　　表現（音楽）Ａ，Ｂ
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　コロナ対策で対面での授業が前期はほとんど
行われなかった。後期の授業では人数制限をす
ることでの対面授業が許可された。そこで毎回
100分の授業時間の中で半分の50分を対面とし，
人数も半分の入れ替え制にして合計 4 グループ
に分けて行った。残りの50分は振り返りとオン
デマンド課題を行うこととした。

【取り上げた題材とねらい】
　次の 3 つの活動を対象に，学生の身体の中に
あるリズムや拍感に着目しつつ，他者との協働
をみつめていくことにした。

①カップス
　映画「ピッチ　パーフェクト」で世界的に大
流行した，コップを〈Cups〉の音楽に合わせて
歌いながら動かす活動である。基本の動きを各
自で覚え，英語の歌詞も歌う。その後，グルー
プでオリジナルな動きを工夫し，さらにこの活
動にあう音楽も探し，それぞれが工夫した音楽
と動きを発表しあう。

②大縄を使った遊び
　大縄を歩いて通ることで，縄の動きと自分の
身体を意識することを目指す。次に大縄跳びと
して 〈郵便屋さん〉 と 〈大波小波〉 を選んだ。大
縄の動きを感じて自らの身体を動かすタイミン
グを選ぶと同時に，大縄を回す側が歌と動きの
タイミングも意識も意識するように働きかける。

③まりつき
　子ども用の“まり”を用い，〈あんたがたどこ
さ〉〈いちりとらいらい〉の 2 曲に合わせて，自
分でつき方を工夫する。両足だけでなく手の動
きや回転など独自の動きを取り入れて，数人ず
つ考えた動きを発表しあう。

　これらは，いずれも音楽を身体内で感じ，歌
いながらモノと関わって身体を動かす活動であ
る。個々の達成感だけでなく，他者と合わせる
喜びや，近くの他者の動きや発想に触発されて，
どのように表現が変化し，深まっていくのかを
みつめることを大切にした。

3.	 実践での学生の変容

　毎時間 15 分程度の活動だが，継続する中で，
様々な変容が見られた。

①カップス
　昨年の 2 年生がコンサートでカップスを発表
したのを見ていたので，映画の場面を示すと多
くの学生が興味深そうに見ていた。中学や高校
で経験したことのある学生も 4 名いた。
　実際に動かすと，初回は「難しい，テンポが
速すぎる」という声が多く挙がった。Aは真面
目だが運動が苦手。初回はゆっくりしたテンポ
でも動かすことができず，途中からは一人だけ
じっと仲間の動きを見ていた。2 回目になると
間違ってもあきらめずに続ける姿が見られた。
リモート課題として載せた映像を何度もみて練
習したのだと言う。同じように練習した学生も
いて，コップを動かす音もそろってきた。そこ

写真 1　カップを回す

写真 2　動かし方を工夫する


